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点    鐘  会長  高野 祐二 
ソ ン グ  手に手つないで 
会長挨拶  会長  高野 祐二 
幹事報告  幹事  板倉 孝雄 
プログラム  
①各委員長・リーダーの活動方針         
②会員卓話 四之宮由己会員 
  「ロータリーの友投稿記事の反響」   
 

 

高野祐二会長 

今年度の会長となりました。1 年間宜しくお願い致

します。 

板倉孝雄幹事 

新年度の幹事です。宜しくお願いします！! 

佐藤廣子会員 

フェイスシールド有難うございました。 

とても役に立っております。 

大越将司会員 

お誕生日祝いありがとうございます。無事 45 歳に

なれそうです。今年は「八方塞がり」の年回りなの

で、じっと我慢して過ごしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
高野 祐二 会長 

 
2020-21年度 ガバナー 漆原 摂子 様 RI会長テーマについて 

  

次年度RI会長、ホルガー・クナーク氏（ドイツのヘルツ

ォークトゥム・ラウエンブク・メルンRC会員、職業：不動

産業）は、次年度RIテーマ「ロータリーは機会の扉を開く

（Rotary Opens Opportunities）」についての解釈です。扉

の向こうには、私達ロータリアンが、自分自身を磨く為の

新しい環境や学びの機会があるかもしれない。あるいは、

困っている人々のために役立つ機会が待っているかもしれ

ない。 

私達ロータリアンは、People of Action（世界を変える

行動人）です。例会をはじめ、クラブ内の活動を通じて培われる親睦と奉仕の心の形成を基盤に、あ

らゆる場面で自分の為に、また他人の為に、数々のServiceへ繫がる扉を、個人でもクラブ単位でも、

どんどん開いていきましょう、というメッセージであると受け止めております。 

更に次のように口述されました。 

① 会員増強の数字だけを掲げて成長を求めるのではなく、現会員を維持しつつ、自分のクラブに合

った新会員に入会していただき、その新会員には生涯のロータリアンになってもらうことが大切

です。 

② ポリオ根絶の取り組みによって世界でロータリーへの認識が高まっているこの絶好の機会に、行

動を起こさなければなりません。 

③ ドイツのロータリークラブは、価値観を共有し高潔な心をもつ人のコミュニティであり、友情と

人脈づくりの機会の場です。 

④ ロータリーは変わらなければならない、若い人たちのために新しいクラブをつくることは大切で、

加えてより多くのローターアクターにもロータリーの扉を開きましょう。 

⑤ ロータリーの4つの戦略的優先事項を実践することは、ロータリーの成長につながり、デジタル

時代にロータリーが適応する一助となります。 

⑥ すべてのロータリークラブは、少なくとも年に1度、戦略立案会議を開いていただき、5年後に

どのようなクラブになりたいかを自問すべきです。 

このように、ここ数年の歴代会長と同じく、大胆な改革や若い人々の参加を促し、ポリオ根絶を呼

びかける一方、単なる会員数の向上だけに拘るのではなく、自分のクラブに合った慎重な会員選びを

提言され、ロータリーの4つの戦略的優先事項及びクラブ戦略計画の重要性を説かれました。 

 

4つの戦略的優先事項 

 国際ロータリーとロータリー財団のビジョンを達成するため、昨年7月1日より向こう5年間の活

動を方向づける、RIの4つの戦略的優先事項は、今般の国際協議会全般を通じて強調されました。改

めて以下記載致します。 

1. より大きなインパクトを与える 

ポリオ根絶運動をはじめ地域や世界での私達の奉仕活動が、周囲に強い印象を与えます。 

2. 参加者の基盤を広げる 

年齢・性別・国籍など多様な参加者を募ることで、多くの新しいアイデアが生まれます。 

3. 参加者の積極的なかかわりを促す様々な活動に参加者がやりがいを見出せるようにフォローを

し、更に次の活動に進んで取り組んでもらいましょう。 

4. 適応力を高める 

研修や親睦活動を通じて、クラブの現状そしてロータリーの過去・現在を学び、将来を見据え、

柔軟に対応する能力を身に付けましょう。 

この4つの優先事項の実践は、ロータリーのビジョン声明の実現に繫がっています。昨今では、4つ 

例会日 7月1日 6月17日 

会員数 30 30 

出 席 18 22 

欠 席 12 8 

ＭＵ 0 0 

免 除 0 0 

出席率 60.00 73.33 
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①20周年記念事業（災害見舞金）大網白里市へ 
マイルディシート20枚 単価20,900円     
418,000円（税込）ゴミ袋 2,000円分               
計420,000円 
②国際大会について  
2021年 台湾・台北大会  6月12（土）から16
日開催 参加希望者募集 8名の予算化 
１．予算書  
会費の減額を検討要望（四之宮会員）・・  
予算編成上から困難 収支内容説明 （承認） 
夜間移動例会の費用負担 
昼・夜例会の食事代負担  
その他 支出項目について 
ニコニコＢＯＸについて 
（宴会ニコニコ中止）・・宴会費用の不足は各自  
２．会計報告 決算書作成中 （板倉会計） 
監査役会  業務監査と会計監査 
加藤監査役と矢部前会長・星野前幹事立会いに
て7/15（水）監査会開催予定  
３. 寄付金のお願い   
ロータリー財団 
出席困難な会員名で特別寄付を決定 
ロータリー米山記念奨学会     
板倉達夫会員預託済み 
各寄附金者は2名を目標とする。 
４.スリランカ絵画展    本年度中止   
５.大網白里市主催の海事業 中止 
６.大網白里市の産業文化祭 中止 

 
＊セミナー会議及び今後の行事予定＊ 

 
●2020-21年度米山記念奨学会委員長セミナー 
日時：2020年7月18日（土） 
13：00受付開始 14：00点鐘 15：30閉会点鐘  
会場：三井ガーデンホテル千葉 
登 録 料: １クラブ 3,000円  
出 席 者:佐藤廣子会員出席  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大越将司会員 Ｓ５０（１９７５）７.２９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
佐藤廣子会員へ委嘱状が手渡されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の行動計画とも言われております。またこの優先事項の土台となっているものは、私達が昔から大切 

に守り続けてきたロータリーの目的であり、4つのテストであり、5つの中核的価値感といった不変の

ものです。 

 
今年度地区スローガン 
2020年は、日本に最初のロータリークラブ（東京ロータリークラブ）が設立されてからちょうど100
周年を迎える年です。ロータリーの目的「意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励しこれを育む
こと」に戻り、 
クラブが主役となり、奉仕の理念の実践を！ というスローガンを用いたいと思います。 

 

奉仕の理念（The Ideal Of Service）、すなわち、サーヴィスという考え方、そしてそれは、RI事

務総長を32年間勤めたチェスリー・ペリーが易しく解説した「他人を思いやり、他人のためになるこ

とをしようという考え方」であります。 

ご周知の通り、RIを構成しているのはクラブです。従って、クラブそしてクラブ会員が主役となる

のは当然でございます。会員の皆様が奉仕の理念を実践するということは、先に述べた4つの優先事

項のローテーションのスタートなのです。個人でもクラブ単位でも、私達の地域や世界での奉仕活動

は、周囲により大きなインパクトを与えます。その結果、賛同し仲間に入りたいと希望する参加者の

基盤が広がります。多様な参加者のアイデアに丁寧に耳を傾け取り入れることで、その参加者はやり

がいを感じ、更に積極的にかかわってくれるでしょう。そしてクラブ内では親睦を育むと共に、研修

を通じてクラブの現状やロータリーの過去・現在を学び、クラブそしてロータリーの将来に備えて柔

軟に対応出来るよう、適応力を高めることが大切です。この4つが繰り返され続けることで、数多く

の機会の扉を次々と開いていくことが可能となり、結果クラブは質・規模ともに向上拡大するのだと

考えます。 

 

更に、いくつか具体的なお願いとして、 

① 例会で皆様会長挨拶をされると思いますが、天気や時事内容ではなく、ロータリーのお話をなさ 

って下さい。ロータリーの歴史でも、気になることでもよいですし、My Rotaryから最新の情 

報についても良いでしょう。例会で会長がロータリーのお話にこだわることで、特に新会員の意 

識も変わってきます。 

② 財団への寄付ですが、世界でよいことをするために、年次基金へは会員お1人あたり150ドルを、

ポリオ根絶のためにはお1人あたり30ドルを、クラブ財団委員長とともに、会員へ奨励下さい。 

③ 母国と日本を将来つなぐ架け橋となる、米山奨学生を、更に育てるために、お一人あたり普通寄 

付を含み15,000円のご寄付をお願いして下さい。 

④ まだクラブでロータリーカードを取得されていらっしゃらないクラブは、ぜひ、ダイナースない 

しはオリエントコーポレーション（オリコといいます）でのクラブカードをお作り下さい。 

例会場のお支払いや夜間例会のお支払いにこのカードを使用することで、自動的に、利用額の 

0.3％がポリオプラス基金へ回ります。 

                                                      

 

高野会長所信表明 
 今年度のクラブ運営ですが、コロナ過の問題があり、臨機応変に対処していかなくてはなりません。 

毎年行われていた海開き、水難供養、産業文化祭などが中止されるなど、これから先あらゆるイベン

トが中止又は延期になるかもわかりません。 

 今年度の各役員の委員長には、新しく計画した奉仕又は支援事業などいろいろあるかと思います。 

そういったものが中止になり、できなくなった場合には、次年度にぜひ行っていただきたいと思いま

す。ただ今まで行っていた事業については、出来るだけ可能な限り継続していただきたいと思ってお

ります。 

 また、こういう状況でありますので、密を防ぐために例会の回数を毎週水曜行っていましたが、月

に基本的には第１・３週の２回とさせていただきます。またそれ以外は移動例会や、各同好会を行っ

ていき、コロナ過によって影響を受けた市内の事業者のお店などを利用していきたいと考えておりま

す。 また、２波・３波が起き、今後ここコミュニティセンターの使用ができなくなり、例会を中止

しなければならなくなった場合でも、理事会だけは、長谷川会員の場所を借りて行いたいと思ってお

ります。 

 またこういう時期なので、会員増強は難しいかと思います。ただ現状、当クラブは４０代の会員が

大越さん１人で後残り２９人はすべて５０代以上の会員となります。 もう少し若い会員を増やすこ

とができればと思っております。誰かお知り合いの方で、２世の方でも構いません。知り合いにいれ

ば、お話しいただければ会員増強リーダーと勧誘に行き、お話をさせていただきますので、是非教え

ていただけるとありがたいです。できればアプローチゼロと言う事は避けたいと思っております。 

 最後に、しばらくはコロナ過の問題が続き、どうなるか見当もつきませんが、出来るだけ臨機応変

に対応してまいりたいと思っております。頼りない会長ですが、皆様方のお知恵を頂きながら、この

１年をしっかり行ってまいりたいと思います。どうかよろしくお願い致します。  

７ 月 誕 生 祝 い  

地区米山記念奨学委員会  

7 月奨学金授与  

高野年度 第1 回理事会報告  

ﾃﾞｨﾇｶﾛｼｬｰﾝ ﾍﾗﾝﾊﾞさん 


